
遠隔支援業務に係る事業場の制度概要

○ 我が国海事産業の競争力向上等の観点から、船舶においてもITやデータの利活用を
さらに推進していくことが必要。

○ データ分析により故障予知等を行うことでエンジン等の健康状態を監視する事業場を、認定。
認定を受けた事業場が監視するエンジン等の船舶検査を簡素化する制度。
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○データを活用した新しい船舶検査（今回新設）
エンジン等から継続収集するデータを分析して故障が予知される部品について、
整備を義務づけ、国は整備状態を確認することで、分解・目視等に拠らずに検査。
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